
中
野
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
定

期
総
会
が
５
月
18
日(

土)

中
野
島
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

古
谷
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に

続
き
、
田
村
弘
志
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
来
賓
の
皆
様
か
ら
は
、

学
校
関
係
を
代
表
し
て
山
崎
中
野
島

小
学
校
長
、
多
摩
区
社
会
福
祉
協
議

会
小
林
事
務
局
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
一
柳
氏
・
羽
根
田
氏
が
選

出
さ
れ
、
書
記
に
小
川
氏
、
議
事
録

署
名
人
を
島
峯
氏
に
委
任
し
て
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

定
足
数
は
78
名
で
、
70
名(

委
任
状

26
名
含
む
）
出
席
で
総
会
は
成
立
し

ま
し
た
。

(1)
平
成
30
年
度
事
業
報
告

(

田
村
副
会
長
・
各
部
長
・
委
員
長
）

(2)
平
成
30
年
度
決
算
報
告(

金
井
会
計)

(3)
平
成
30
年
度
会
計
監
査
報
告

（
近
藤
監
事
）

以
上
の
議
題
に
関
し
て
、
い
ず
れ

も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

(4)
平
成
31
年
度
事
業
計
画(

案)

(5)
平
成
31
年
度
予
算(

案)

が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

広
田
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
が

あ
り
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
懇
親
会
が
開
か
れ
、

来
賓
の
皆
様
と
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

昨
今
の
多
発
す
る
交
通
事
故
な
ど

に
よ
り
、
高
齢
者
へ
の
注
目
が
改
め

て
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
政
府
も
認

知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
施

策
を
打
ち
出
す
な
ど
に
努
め
て
い
ま

す
。
特
に
適
度
な
運
動
と
積
極
的
な

社
会
活
動
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
広
め
る
市
民
運
動
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

様
々
な
運
動
を
通
じ
て
、
住
み
慣
れ

た
街
で
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
が
、
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
中
野
島
・
布
田
地
区
が
、
世
代

を
超
え
て
生
活
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
よ
う
に
、

皆
様
と
手
を
携

え
て
行
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

(M
.H
)

2019年(令和元年)7月15日 社協広報紙「なかのしま」1

発 行／中野島地区社会福祉協議会
川崎市多摩区登戸1763
ライフガーデン向ヶ丘2階

福祉パルたま内
地域課：電話：935－5500

FAX：911－8119
発行人／ 田村 弘志
編集人／ 総 務 部

社協シ ン ボ ルマ ー ク
社 協 は
社 会 福 祉 協 議 会

の 略 称 で す 2019．7．15 №37 (年2回発行）

中野島地区社協のテーマ

こ の 地 域
誰もが暮らしやすい
中 野 島 ・ 布 田

この広報紙は,皆様からの
会費で作られています

平
成
31
年
度(

令
和
元
年)

中
野
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
総
会
が
開
催

～
今
年
は
こ
ん
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
す

ご
期
待
く
だ
さ
い
～

田
村
会
長
あ
い
さ
つ

定期総会であいさつする田村弘志会長

総会 会場内風景

つ
い
に
長
か
っ
た
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

私
が
小
学
校
３
年
生
の
時
で
あ
っ
た
。

１
９
４
５
年
８
月
15
日
の
昼
ご
ろ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
、
親
た
ち
が
ラ
ジ
オ

の
前
に
正
座
し
て
放
送
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
天
皇
の
声
で
何
か
理
解
で

き
な
い
内
容
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
親
た
ち
は
た
だ
う
な
垂
れ
て

い
ま
し
た
が
、
何
が
起
き
た
の
か
一

言
も
喋
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
が
国

の
小
学
校
や
中
学
校
の
社
会
科
教
科

書
に
も
、
終
戦
の
日
は
８
月
15
日
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
米
国
を

は
じ
め
諸
外
国
で
は
、
９
月
２
日
に

東
京
湾
内
の
ア
メ
リ
カ
軍
艦
ミ
ズ
ー

リ
号
上
で
、
日
本
政
府
及
び
軍
代
表

が
降
伏
文
書
に
署
名
し
た
日
を
太
平

洋
戦
争
終
結
の
日
と
し
対
日
戦
勝
記

念
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

８
月
15
日
を
境

に
、
い
ろ
い
ろ

な
事
が
こ
の
地

域
で
も
変
り
始

め
ま
し
た
。
考

え
方
も
、
生
活

の
仕
方
も
少
し

ず
つ
変
り
始
め
、

全
く
変
っ
た
の

は
教
育
と
家
族

制
度
だ
と
思
い

ま
す
。
直
接
軍
隊
に
召
集
さ
れ
、
国

内
で
終
戦
を
迎
え
た
人
た
ち
が
近
い

赴
任
地
か
ら
始
ま
っ
て
、
海
外
か
ら

も
帰
還
し
て
来
ま
し
た
が
，
賑
や
か

に
送
り
出
さ
れ
た
の
に
静
か
に
軍
服

姿
で
知
ら
せ
も
な
く
帰
っ
て
来
ま
し

た
。
戦
死
者
も
多
か
っ
た
の
で
大
喜

び
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

に
勝
利
を
信
じ
て
励
ん
で
き
た
者
に

と
っ
て
は
全
て
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
本
人
に
と
っ

て
も
複
雑
な
思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
精
神
状
態
を
デ
カ
ダ
ン
と

い
う
言
葉
で
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
価

値
観
の
変
化
に
付
い
て
行
け
ず
退
廃

主
義
に
落
ち
入
っ
て
し
ま
っ
た
若
者

た
ち
の
状
況
で
あ
り
社
会
現
象
の
一

つ
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
兄
も
予
科

練
（
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
の
略
称
）

を
志
願
し
て
入
隊
し
無
事
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
精
神
の
抜
け

が
ら
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
予
科
練

生
の
中
で
も
皆
さ
ん
が
ご
存
知
の
知

名
人
の
一
人
に
、
小
説
家
の
城
山
三

郎
氏
が
い
ま
す
。
戦
後
、
東
京
商
科

大
学
（
現
一
橋
大
学
）
を
卒
業
し
大

学
で
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
後
多
く
の

経
済
小
説
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

「
個
人
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ
た
と
し

て
も
、
指
導
者
が
間
違
え
れ
ば
国
が

滅
び
る
」
と
い
う
戦
争
体
験
を
踏
ま

え
て
、
氏
の
小
説
に
は
志
を
貫
い
た

人
、
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
男
た
ち
の

ロ
マ
ン
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
も
氏
の
小
説
は
経
営
者
の
生

き
方
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
愛
読

書
で
し
た
。
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中
野
島
の
こ
ん
な
こ
と
知
っ
て
い
ま
す
か

田
村

弘
志

暮
ら
し
や
す
い

地
域
作
り
へ
の
一
言

中
野
島
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ビ
ル
ネ
」

副
理
事
長

田
村

富
男

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

文
部
科
学
省
の
提
案
に
よ
り
、

地
域
の
人
々
の
年
齢
・
興
味
・

関
心
・
レ
ベ
ル
等
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

中
野
島
中
学
校
区
で
も
ク
ラ
ブ

設
立
の
機
運
が
醸
成
し
、
川
崎

市
の
支
援
の
も
と
、
町
内
会
自

治
会
・
体
育
指
導
委
員
・
青
少

年
指
導
員
・
子
ど
も
会
・
学
校

関
係
者
に
よ
り
準
備
会
が
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
20
年
２
月
23
日
に
中

野
島
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ビ
ル
ネ
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
地
域
内
の
学

校
施
設
・
公
民
館
な
ど
を
利
用

し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
健
康
・
体
力
作
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
「N

P
O

」

の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ビ
ル
ネ
」
と
は
中

野
島
の
名
産
「
梨
」
を
ド
イ
ツ

語
で
ビ
ル
ネ
と
い
い
、
地
域
に

親
し
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
命
名
し
ま
し
た
。

戦
後
の
中
野
島

１

今
回
か
ら
こ
の
コ
ラ
ム
を
お
借
り
し

て
民
児
協
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し

ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
皆
様
の
困
っ

た
事
の
良
き
相
談
者
と
し
て
、
皆
様
の

近
く
に
い
ま
す
。
ま
た
、
広
く
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

①
「
さ
ん
さ
ん
会
」
へ
来
ま
せ
ん
か

さ
ん
さ
ん
会
は
、
一
人
暮
ら
し
の
男
性

を
対
象
に
年
6
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま

す
。
食
事
を
し
な
が
ら
、
梨
も
ぎ
や
ゲ
ー

ム
、
ま
た
花
見
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
一
緒
に
ど
う
で
す
か
。

②
今
年
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の
改
選
年

で
す現

委
員
は
11
月
に
任
期
終
了
し
ま
す
。

12
月
か
ら
は
新
委
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

稲
田
中
野
島
地
区
民
児
協
だ
よ
り

近くて便利 地元とともに

お買い物 コピー ATM は
☆川崎中野島店（ジェーソン前）
中野島6丁目26-12 ☎044（934）8844

☆川崎中野島4丁目店（中野島子ども文化センター隣り)
中野島4丁目22-11 ☎044（911）1307

私たちは中野島地区社会福祉協議会を応援しています
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1 全体の事業
1）「社会福祉のつどい」の実施

2）社会を明るくする運動への協力

3）地区内各種団体行事・活動への協力

4) 賛助会員増強運動の促進

5）ボランティア活動の促進

6）共同募金運動・年末助け合い運動への協力

7）老人福祉週間行事に関する援助・協力

8）中野島老人いこいの家の運営への協力

9) 子育てサロン「バンビ」への支援

10）災害時対策の実施

11) その他必要な事業

2 各部会・委員会事業(主なもの）
1）総務部
・広報紙の発行(年2回）
・理事研修会の開催
・理事視察研修会の実施
・災害時対策委員会の立上げ
2）福祉部
・心の癒やしを提供する講演会の開催
・障害者・高齢者疑似体験講座の開催
・一人暮らし高齢者への年賀状配布
・ボランティア活動団体との意見交換会開催
3）青少年幼児部
・子ども教育のための施設見学会実施
・親子のふれあい活動・演芸会の実施
・母親クラブの育成及び地域の子育て支援
4）会食委員会
・老人会食会の実施(年6回）
・視察研修会の開催
5）ミニデイケア委員会～たんぽぽ～
・たんぽぽの開催（毎月第4金曜日開催）
＊今年は8月と3月は試験的にカフェ形式での開催

平成31年度 中野島地区社会福祉協議会事業計画

平成31年度 一般会計 歳入・歳出予算 単位 円

1．会議費 30,000 総会・会議等

２．事務費 45,000 事務経費

３．事業費 1,010,500 各部会活動費

4．地域福祉推進費 110,000 分担金・啓発費

5．社会福祉のつどい 370,000 12月7日(土)開催

6. 負担金 60,000 区社協会費

7. 旅費 20,000

8. 交際費 120,000 祝い金等

9. 積立金 100,000 周年記念積立

10. 予備費 728,514

歳出の部合計 2,594,014

中
野
島
町
会
新
会
長
誕
生

永
年
、
中
野
島
町
会
を
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
古
谷
欣
治
会
長
が
退

任
さ
れ
、
こ
の
度
の
総
会
に
お
い
て

石
山
元
一
新
会
長
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
令
和
の
時
代
の
ス
タ
ー

ト
を
新
会
長
の
も
と
、
住
み
や
す
い

中
野
島
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

掲

示

板

(1)
調
布
市
花
火
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
9
月
7
日(

土)

荒
天
中
止

時
間
開
会
式

午
後
6
時

打
ち
上
げ

午
後
6
時
30
分
か
ら

約1
0
,0
0
0

発

主
催

調
布
市
花
火
実
行
委
員
会

(2)
「
中
野
島
駅
北
口
臨
時
改
札
口
」

供
用
開
始

(

朝
夕
の
混
雑
時
）

６
月
７
日
（
金
）
に
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

平
日

7

：0
0

～8

：3
0
1
6

：0
0

～1
9

：0
0

(3)
「
多
摩
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
」

稲
城
市
へ
つ
な
が
る

５
月
25
日
ピ
ク
ニ
ッ
ク
橋
が
開
通
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
御
幸
公
園
か
ら
多
摩
川
上
流
へ

つ
な
が
り
ま
し
た
。

1．会費収入 545,250 町会・保護司会
民生委員協議会

2．賛助会費還付金 235,000 賛助会費ベースの
分配金

3．交付金 815,700
年末募金・社協交付金･社明

たすけあい募金・母親クラブ

4．共同募金分会費 94,644 共同募金区支会
交付金

5．寄付金 10,000

6．雑収入 90,000 祝い金 等

7．繰越金 803,420

歳入の部合計 2,594,014

交
通
系IC

カ
ー
ド
専
用
で
す

2
月
13
日(

水)

多
摩
市
民
館
ホ
ー
ル

に
て
「
第
11
回
多
摩
区
社
会
福
祉
大

会
」
サ
ブ
テ
ー
マ
に
「
支
え
合
う
心

ゆ
た
か
な

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
に
、
各
地
区
社
協
や
民
児

協
の
紹
介
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
流
さ

れ
、
定
刻
に
第
一
部
記
念
式
典
が
始

ま
り
ま
し
た
。

開
会
の
言
葉
に
引
き
続
き
、
田
村

弘
志
多
摩
区
社
協
会
長
か
ら
「
最
近

は
想
定
外
の
こ
と
が
よ
く
起
き
て
い

ま
す
。
普
段
か
ら
皆
さ
ん
の
隣
近
所

同
士
で
あ
い
さ
つ
し
て
お
く
こ
と
で

緊
急
時
の
互
助
・
共
助
の
気
持
ち
が

育
ち
ま
す
。
」
と
の
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
永
年
社
会
福
祉
事
業
に

貢
献
し
功
績
顕
著
な
個
人
５
名
と
、

寄
付
金
品
寄
贈
者
と
し
て
個
人
２
名
・

６
団
体
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
が

あ
り
、
中
野
島
地
区
か
ら
は
、
石
山

由
美
さ
ん
が
個
人
の
部
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

休
憩
の
後
、
第
二
部
は
記
念
映
画

の
上
映
で
し
た
。
今
年
は
「
福
耳
」

で
し
た
。
宮
藤
官
九
郎
と
田
中
邦
衛
、

司
葉
子
、
谷
啓
、
坂
上
二
郎
な
ど
懐

か
し
い
顔
ぶ
れ
が
出
演
す
る
、
高
齢

者
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
、
高

齢
者
と
若
者
の
二
つ
の
恋
物
語
を
面

白
お
か
し
く
描
い
た
作
品
で
し
た
。

「
中
野
島
今
昔
」
第
2
回
は
、
香
華

飯
店
の
太
田
さ
ん
に
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
、
昭
和
45
年
頃
の
中
野
島
駅

周
辺
の
風
景
２
点
で
す
。
建
物
が
建

て
替
わ
り
、
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て

い
ま
す
ね
。

（M
.T
)
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第
11
回
多
摩
区
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

～
支
え
合
う
心
ゆ
た
か
な

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
～

な
か
の
し
ま
今
昔

２

中野島駅前
藤屋酒店風景です

踏切渡った
和菓子 ほし乃周辺です

電柱の地名が中の島となっています

感謝状贈呈

おばあちゃんの知恵袋
美容・健康のための言い伝え（１）

◎足の疲労回復にニンニク貼り薬
ニンニクをすりおろして少量の小麦粉と練り合わせて、
それを土踏まずに貼ります。ツボを刺激して血行がよく
なり、疲労回復には一番良い、と言っています。
また、簡単な方法での足の疲れには、洗面器にお湯を

張り、酢または塩少々を入れた中に足をつけて、足の裏
をよくマッサージすれば楽になります。

◎頭痛不眠に小豆枕が良い
頭痛や不眠には、小豆の枕が良いと言われています。
枕全体に小豆を詰めるのは大変ですから、幅15センチ
長さ２０センチぐらいの小型の枕を作って、普通の枕に
重ねて使います。 （S.K)


